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７
月
の
全
国
大
会
で
、
２

０
１
１
年
度
17
人
の
中
央
役

員
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、
２
０

０
８
年
の
大
リ
ス
ト
ラ
以
降

組
合
に
加
入
し
た
役
員
も
多

く
、
大
岡
委
員
長
を
筆
頭
に

フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
を
増
し
た
新

体
制
で
の
船
出
と
な
り
ま
し

た
。

【
副
委
員
長
　
古
土
　
　
隆
】

　
　
　
　
　
　
豊
洲
事
業
所

　
組
合
活
動
を
通
じ
て
、
働

く
者
の
権
利
を
維
持･

復
活

で
き
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

【
副
委
員
長
　
石
原
　
隆
行
】

　
　
　
　
　
　
箱
崎
事
業
所

　
労
働
者
の
体
と
気
持
ち
に

優
し
い
職
場
環
境
構
築
に
向

け
全
力
を
尽
く
し
た
い
。

【
書

記

長
　
渡
辺
　
　
裕
】

　
　
　
　
　
　
箱
崎
事
業
所

　
生
活
の
た
め
に
働
く
人
た

ち
の
互
助
会
的
組
織
で
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
書
記
次
長
　
杉
野
　
憲
作
】

　
　
　
　
　
　
箱
崎
事
業
所

　
皆
が
安
心
し
て
働
け
る
職

場
に
な
る
よ
う
、
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。

【
執
行
委
員
　
山
本
　
初
枝
】

　
　
　
　
　
　
箱
崎
事
業
所

　
組
合
の
原
点
「
か
い
な
」

の
編
集
者
と
し
て
、
全
力
投

球
し
た
い
。

【
執
行
委
員
　
牧
村
　
　
武
】

　
　
　
　
　
　
箱
崎
事
業
所

　
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ
リ

テ
ィ
を
脱
し
、
物
言
う
社
員

に
な
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

【
執
行
委
員
　
兼
松
　
牧
夫
】

　
　
　
　
　
　
豊
洲
事
業
所

　
従
業
員
の
皆
さ
ん
と
共
に

反
リ
ス
ト
ラ
で
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

【
執
行
委
員
　
田
中
　
　
純
】

　
　
　
　
　
　
幕
張
事
業
所

　
裁
量
労
働
制
に
反
対
し
、

労
働
時
間
の
適
切
な
管
理
を

会
社
に
求
め
ま
す
。

【
執
行
委
員
　
橋
本
　
弘
嗣
】

　
　
　
　
　
　
幕
張
事
業
所

　
光
輝
く
自
慢
の
I
B
M
を

全
社
員
一
丸
と
な
り
、
取
り

戻
し
ま
し
ょ
う
。

【
執
行
委
員
　
河
本
　
公
彦
】

　
　
　
　
　
　
大
阪
事
業
所

　
皆
さ
ん
と
頑
張
っ
て
、
楽

し
く
健
康
的
な
会
社
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　

【
執
行
委
員
　
古
川
　
　
肇
】

　
　
　
　
　
　
京
都
事
業
所

　
雇
用
を
守
り
、
誰
も
が
安

心
し
て
働
け
る
社
会
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

【
執
行
委
員
　
棚
田
　
昭
彦
】

　
　
　
　
　
　
大
和
事
業
所

　
一
人
で
問
題
や
悩
み
を
抱

え
て
も
何
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。

共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

【
執
行
委
員
　
西
村
　
淳
一
】

　
　
　
　
　
　
大
和
事
業
所

　
レ
ノ
ボ
唯
一
の
役
員
で
す
。

気
軽
に
話
し
て
も
ら
え
る
委

員
に
な
り
た
い
で
す
。

　【執
行
委
員
　
西
野
　
成
一
】

　
　
　
　
　
　
藤
沢
事
業
所

　
Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
闘
い
で
培
っ
た

経
験
・
知
識
を
い
か
し
、
今

後
も
闘
い
続
け
た
い
。

【
会
計
監
査
　
鈴
木
　
明
弘
】

　
　
　
　
　
　
大
和
事
業
所

　
恐
怖
・
危
機
感
を
受
け
ず

に
働
け
る
職
場
を
目
指
し
中

執
一
員
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
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幕
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会
社
は
就
業
規
則
を
変
更

し
、
今
年
か
ら
自
由
に
社
員

の
給
与
を
カ
ッ
ト
で
き
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
労
働

法
で
は
「
労
働
条
件
の
一
方

的
不
利
益
変
更
」
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
本
人
に
重
大
な
過
失
が
あ

っ
た
場
合
の
懲
戒
で
減
給
と

い
う
非
常
に
重
い
人
事
処
分

の
場
合
で
も
「
減
給
10
％
を

３
か
月
」
な
ど
の
ご
く
少
額

の
減
給
が
常
識
、
経
営
難
で

も
赤
字
で
も
な
い
会
社
が
通

常
の
勤
務
評
定
を
理
由
に
年

収
の
５
％
と
い
う
大
幅
な
減

給
を
す
る
こ
と
な
ど
、
日
本

の
労
働
慣
行
で
は
許
さ
れ
な

い
こ
と
な
の
で
す
。

　
２
０
１
０
年
６
月
８
日
付

の
坪
田
人
事
担
当
専
務
発
信

Ｗ
３
掲
示

案
内
「
２

０
１
０
年

度
の
給
与

調
整
・
昇

進
昇
給
の

内
容
に
つ

い
て
」
に

対
し
て
、

会
社
が
減

給
処
分
の

違
法
性
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
、
社
内
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る

コ
ン
フ
ィ
デ
ン
シ
ャ
リ
ー
ス

ピ
ー
キ
ン
グ
に
質
問
を
投
稿

し
た
と
こ
ろ
、
坪
田
人
事
担

当
専
務
か
ら
回
答
が
あ
り
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
質
問
内
容
と
会
社
の
回
答

は
下
の
表
の
通
り
で
す
。

　
質
問
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は

「
減
給
施
策
が
日
本
の
労
働

慣
行
お
よ
び
労
働
法
に
反
し

て
い
な
い
と
す
る
法
的
根
拠

は
何
か
答
え
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
坪
田

専
務
の
回
答
は
「
給
与
の
基

本
方
針
」
を
述
べ
た
に
過
ぎ

ま
せ
ん
。
「
労
働
契
約
法
の

法
理
に
基
づ
い
た
手
続
き
」

と
い
う
記
述
は
、
就
業
規
則

変
更
の
手
続
き
を
言
っ
て
い

る
だ
け
で
す
。

　
つ
ま
り
、
年
収
の
５
％
減

給
処
分
が
労
働
法
に
違
反
し

て
い
な
い
根
拠
を
示
す
こ
と

は
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
会
社
の
「
就
業
規
則
」
は

絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、

日
本
の
労
働
法
よ
り
強
い
拘

束
力
を
持
つ
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　　
７
月
の
給
与
調
整
で
実
際

に
減
給
処
分
を
受
け
た
社
員

の
皆
さ
ん
、
会
社
の
減
給
処

分
は
労
働
法
違
反
で
あ
る
可

能
性
大
で
す
。
力
を
結
集
し

て
会
社
の
行
為
を
告
発
し
ま

し
ょ
う
。

　
Ｉ
Ｂ
Ｍ
の
社
内
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
オ
ー
プ
ン
ド
ア
を
利

用
す
る
こ
と
も
有
効
な
手
段

で
す
。
日
本
国
内
で
は
な
く

直
接
米
国
ア
ー
モ
ン
ク
に
伝

え
る
た
め
、
ラ
イ
ン
も
日
本

の
労
務
も
手
出
し
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
オ
ー
プ
ン
ド
ア
の
利
用
方

法
は
Ｗ
３
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
ド
ア
で
Ｗ

３
内
を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

『
給
与
調
整
』
５
％
減
給
を
強
行

評
価
に
よ
る
減
給
は
違
法
の
可
能
性
大

日
本
の
労
働
慣
行

で
は
許
さ
れ
ず

人
事
担
当
専
務

法
的
根
拠
回
答
で
き
ず

オ
ー
プ
ン
ド
ア
も

有
効
手
段

１および２については、今回の発表は従来よ

り会社が給与の基本方針としている「職務と

業績に応じた給与調整」と「職務に応じた競

争力のある給与水準の実現」という基本方針

に基づいています。�

この基本方針に則り、減額調整の対象者は、

継続して業績が著しく低く、今後の改善が見

込まれない社員で、現給与がマーケットに比

べて高すぎると判断されるごく一部の社員に

対して実施するものであり、会社が不当に従

業員の給与を削減するものではありません。

１．会社はこの施策が日本の労働慣行および

労働法に反していないと考えていますか？ 

２．そうであれば、労働慣行および労働法に

反していないとする法的根拠はなんですか？ 

３．従業員から提訴された場合、応訴して法

廷で正当性を争いますか？

仮定の質問に関してお答えする考えはござい

ません。

質　　問 坪田専務の回答


